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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項・週間予定＞

· 2/6　法人研修「医療安全管理」が17:30からメモリアルホールであります。

· 2/19・20 法人研修「暴力・暴言について」があります。

· 2/9　食事サービス提供委員会があります。（出席スタッフ～山田）

· 2/5　までに上司評価・異動希望書を佐藤ＡＯＭに提出する事。

＜外来情報＞

· 晴山　美智子様～職親更新意見書を提出したとの事。

※来週は祝日の為、2週間分の処方の方あり

＜利用者様情報＞

· 大釜　久直様～女性スタッフに性的発言をする事あり。スタッフの説明にニヤツキみられている。

過去に性的な発言が見られた際、病状が不安定になった為、ご家族にも情報提供しつつ本人の状態も観察して行く。

· 鈴木　茂子様～本日も外科受診の為、欠席するとの連絡あり。明日、受診日だが「先生に言います

から。」と話している。受診前に主治医へ話す内容について確認予定。

・　戸賀沢　潔様～青明舎より情報提供。2/5（9：30）鹿内内科受診の為、保険証・医療費をとりに青明舎へ来所される。その際に土日の過ごし方についてスタッフ確認している。
　　　　　　　　　土曜日は外出前に松永勘五郎様から5000円借金。午前中は神山和典様、鈴木茂子様と一緒に外出される（昼食は鈴木様からおごってもらう）。その後は一人でパチンコに行き10000円程勝ち、当日中に松永様へ5000円返金されている。

　　　　　　　　　日曜日は所持金5000円でパチンコをするが、すぐ所持金がなくなり、帰宅し再度松永様から5000円借りている。夕食は村田昭一様・森田清助様・鈴木様と取っている（村田様が全員分おごっている）。現在借金額は5000円とのこと。

＜業務確認と改善＞

· 利用規約について

奥山以依子様～青山荘スタッフからご家族に連絡予定。

清水　泰雅様～本人に書類一式を渡す。

中居美津子様～第一連絡先となるご家族への確認が取れていない為、連絡を取っていく。

青風荘入居メンバーで契約書等の書類が揃っていない方の確認実施中。

＜環境整備について＞

· 冬季の為、屋根からの落雪に注意して対処しましょう。

· 破損箇所を見つけ次第、速やかに連絡する事。

· 早朝、夕方にレストランまでの通路の凍る恐れがある為、融雪剤をまく事。
担当～朝：日勤スタッフ　夕方：遅番スタッフ　撒く箇所～外階段、レストランまでの通路

＜デイケア事例検討＞

八木橋　牧男様　48歳　　アルコール依存症　　

　ナイトケア開始　平成19年1月17日　

ナイト利用率約80%

（週3日程度の出席。残業の為、ナイトケア欠席との連絡はあり。上司も報告を受けており「彼を信じようと思っています。」と言う。）

現在の生活）

　郵便局の仕事の都合上、五戸町内のアパートに単身生活中。（妻子は八戸市内に居住。）

入院までの経過）

　同胞6名の6子。高卒後、八戸の郵便局勤務（配達業務。）初飲は18歳（日本酒5合程度）で両親・親戚は飲酒機会が多かった。徐々に飲酒量が増え仕事以外も飲酒。職場から指摘あり、妻の注意に暴力を振るうこともあった。Ｈ18年7月22日、断酒目的で当院入院となる。

　入院中はアルコールプログラムを実施。入院中はプログラムや病院に対する不満をのべる事は会ったが徐々に内省が深まっていたが退院後の不安を訴える事もあった。10月21日退院後すぐに再飲酒し職場上司と受診。主治医よりナイトケア利用勧められ利用となる。

ナイトケア治療目標）

1 ナイトケア利用が出来る事

2 日頃の思いがスタッフに話せる事。（ストレスがスタッフに向けられる事）

→以上の為に日々の雑談と2週間に1回、定期面談を実施する。

ナイト治療計画）

　　　アルコール飲酒のない生活作りが続けられる。

関係スタッフからの情報）

· ナイト～来所するとすぐ仕事がいかに大変だったか語り、服薬規律は守れていると強調する。

　　　　　　スタッフに話し掛けが多かったが徐々にメンバーとの交流が持てている。

　　　　　　面談時、自分の過去のことばかり話し泣いていた為、今後どうするかが大切と助言

· 外来～通院当初は口数が多く、自分の努力をアピールする事が多かったが最近はテンションが低め

· ＯＴ～入院中はタッフに「何してるんだ！」と忠告めいた発言もあったが、「やる事があれば手伝
　　　うよ。」と協力的な面もみられた。

· ＣＰ～アルコールプログラムの内観の時期からスタッフへ攻撃的口調があり、介入がしにくくなり
　　　本音を話せずにいた傾向が考えられる。酒歴発表のレポート内容は上手にできていたが発表　
　　　がスムーズにできず自分を他者に表現できないで退院している。婿養子入りした妻の父親も
　　　飲酒問題があり、本人の飲酒を傍観していた可能性がある。

⇒どうしたら飲酒しない時間を作れるか？

· 自分の思いを話せず表現できない人の中には、愚痴ると罪悪感・弱い人・後悔するタイプが多い。

· 思いを語ることで徐々に「以外に良いかも」と感じ、自助グループや他者との交流をもてるようにしていく。

· スタッフは飲酒したか、しないかではなく「本人とどういう関係を作れるか？」を繰り返し伝える

· 本人が話してみて意識化したとき「話してみてどう？」「話してみて楽かな？」と振り返ってもらい記録に残す。

